
~熱中症を防ぐためには、現場管理者の教育が欠かせません~

主 催 一般社団法人 名北労働基準協会

熱中症は、適切な処置を怠り、手遅れになると死に至る疾病です。

６月からの夏季を迎えますと、建設業、製造業のみならず業種を問わず、屋内外の高温多湿な作業環境

下で働く労働者を中心に熱中症が頻発しており、さらには、職場・工事現場等で熱中症が発生した場合、

企業の管理責任を問われ、被災者から民事上の損害賠償請求が行われる場合も考えられます。

熱中症の防止には、現場管理者による適切な作業管理と迅速な対応が不可欠となっております。

厚生労働省も平成21年6月通達並びに平成28年基安発第0229第1号では、管理者や労働者に対する教育、

また、「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」や新たな労働災害防止計画（13次防）では、熱中

症予防管理者の選任し事業場の管理体制を整えることを求めております。

そこで当協会では熱中症対策のキーマンである、各職場・各工事

現場の管理者の方を対象とした「熱中症予防管理者研修」を

開催いたします。熱中症を起こさせない職場・現場環境づくりと、

適切な対応実施のためぜひともご活用ください。

日 時 ①令和２年 ６月２６日（金）

１３時１５分 ～ １６時５５分

会 場 (一社)名北労働基準協会 3階 大会議室

講 師 中災防中部安全衛生サービスセンター

安全管理士・衛生管理士 各 務 博 幸 氏

内 容 ●熱中症の症状

●熱中症の予防方法

●緊急時の救急措置

●熱中症の事例

講師からのわかりやすい説明と予防用品の取扱い方法の説明も行います。

対 象 職長、安全衛生責任者、衛生管理者、安全衛生推進者等

定 員 30名（定員になり次第締め切ります。）

費 用 会員5,500円 非会員 6,600円

（テキスト 中災防「熱中症予防対策の基本」及び消費税含む）

修 了 証 参加者には「修了証」を交付いたします。

テキスト
「熱中症予防対策の基本」

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4805914424/ref=dp_image_0/378-6309364-3527134?ie=UTF8&n=465392&s=books


熱中症の損害賠償訴訟、市に４５００万円賠償命令

愛知県一宮市立北部中学校の２年生だったＡさん（当時１４）が０４年７月、部活動の男子ハンドボー

ル部の練習中に熱中症で倒れ、死亡した事件で、両親と弟が同市に６９００万円の損害賠償を求めた。

裁判長は「学校側には熱中症予防を怠った過失がある」として市に計４５００万円の支払いを命じた。

うち１００万円は、自閉症の弟に対する慰謝料とした。

学校側の過失の有無について、文部科学省から熱中症予防の通知が出ていたことを指摘、「部活動顧問

は、熱中症にかからないよう防止すべき義務を負っていたのに３１度を超える気温の中で熱負荷の大き

い運動をさせ、練習自体に配慮を欠いた」として顧問教諭の過失を認定。校長にも注意義務違反があっ

たと判断。その上でＡさんの死因について「熱中症予防を怠った結果、熱射病にかかった」として、学

校側の過失と死には因果関係があると結論づけた。

お申込み

申込書を予めＦＡＸの上、開催日の14日前までに

会費を銀行へお振込みください。

受講票を開催日の7日前までにお送りいたします。

一般社団法人 名北労働基準協会 総合受付

〒462-8575 名古屋市北区清水1－13－1

電話（052）961-1666 FAX (052)962-1670

会場略図

熱中症予防管理者研修 申込書（コピー可）

会員番号
※ 令和 年 月 日

事業場名
ＴＥＬ
ＦＡＸ

（ ） －
（ ） －

事業内容 労働者数 名

所 在 地
〒

受

講

者

記入不要

講習番号
記入不要

受講番号 氏 名 所属部署・職名 性別・生年月日 受講日
（○印をご記入ください）

フリガナ
男 ・ 女

S・H 年 月 日
6月26日

フリガナ
男 ・ 女

S・H 年 月 日
6月26日

会費支払時期 月 日 ( 銀行支払 ・ 現金書留 ・ 事務局窓口 )にて支払予定

受講票送付先 受講者本人 ・ 担当者(部署名 ・ 様)

※会員番号 郵送にてご案内の場合は、ご送付した封筒表面の番号をご記入ください。

※出席申込書でご提供いただいた個人情報は、今回お申し込みいただいた研修の参加者資料として使用し、受講者の同意なく
目的外の利用を行うことはありません。

R2.5

振 込 先

三菱ＵＦＪ銀行 黒川支店

普通預金 No.0724805 一般社団法人 名北労働基準協会


